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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月2日(2009.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実在するまたは潜在的な悪臭の影響を受ける消費者製品中に、フレグランスまたは悪臭
中和剤を送るのに適した固体のフリーフロー組成物であって、
－　フレグランス封入材料中に分散フレグランスの微液滴を含むフレグランス材料に囲ま
れ、任意に保護被覆材に囲まれた、コア材料からなる送達システム
および、
－　フレグランス送達ビヒクルが分散した、外部吸収材料
を含む、前記組成物。
【請求項２】
　本質的に
－　フレグランス封入材料中に分散フレグランスの微液滴を含むフレグランス材料に囲ま
れ、任意に保護被覆材に囲まれた、コア材料からなる送達システム
および、
－　フレグランス送達ビヒクルが分散した、外部吸収材料
からなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　外部吸収材料がフレグランスを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　微結晶性セルロースおよびヒドロキシエチルセルロース、およびカラギーナン、モルト
デキストリンおよびポリエチレングリコールとのそれらの混合物から選択された保護被覆
材が存在する、請求項１に記載の組成物。
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【請求項５】
　吸収材料が、好ましくは塩化カルシウム、塩化マグネシウム、硫酸マグネシウム、シリ
カゲル、ケイ酸塩類、セリット、活性アルミナ、ゼオライト、活性炭およびモレキュラー
シーブからなる群から選択される乾燥剤であり、これらは悪臭吸収材料、好ましくは金属
塩、シクロデキストリン類および活性炭から選択された悪臭吸収材料と任意に混和される
、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　－　０．１～１０％、好ましくは０．２５～１０％、より好ましくは０．５～５％のフ
レグランス送達システムであり、以下のものを含むもの
　－　５０～９０％、好ましくは６０～７５％のコア材料および
　－　以下のものを含有する１０～５０％、好ましくは２５～４０％のフレグランス材料
　　－　１～３０％、好ましくは１０～２０％のフレグランスまたは悪臭中和物質および
　　－　７０～９９％、好ましくは８０～９０％のフレグランス封入材料
　　および、任意に、
　　－　０．０１～５％、好ましくは０．２～２％、より好ましくは０．２～２．５％の
染料
　および、任意に、
　－　０．５～１０％、好ましくは１～５％の保護被覆材料であり、任意に０．０１～５
％、好ましくは０．２～２．５％の染料を含有するもの；
および、
－　９０～９９．９％、好ましくは９０～９９．７５％、より好ましくは９５～９９．５
％の外部吸収材料（すべてのパーセンテージは重量である）
を含む、臭気制御組成物。
【請求項７】
　実在するまたは潜在的な悪臭源の、請求項１に記載のフリーフロー固体悪臭中和剤組成
物への接触を含む、悪臭を低減させるまたは排除する方法。
【請求項８】
　実在するまたは潜在的な悪臭源に曝露し、少なくともその悪臭またはその潜在性を低減
させるのに適した製品であり、請求項１に記載の固体のフリーフロー組成物を含む、前記
製品。
【請求項９】
　製品が動物用リターである、請求項８に記載の製品。
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